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カ

ーー洋ふ町

様（4年4月29日母校体育館）

嶋

活
動
の
継
続
で
輪
の
波
及
を
期
待

模会親懇

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
ら
れ
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
－

我
が
同
窓
会
は
活
性
化
に
向
け
て
、
、

地
道
に
ひ
た
す
ら
継
続
性
を
重
ん
じ
、

歩
み
つ
づ
け
て
お
り
ま
す
。

先
ず
”
や
よ
い
2
号
誌
〃
を
四
年
一

月
二
十
八
日
付
で
発
行
し
、
新
旧
住
所

が
不
完
全
乍
ら
、
一
度
は
全
会
員
の
お

手
許
に
届
け
た
く
、
二
、
三
八
九
部

の
発
送
を
試
み
ま
し
た
。
多
少
無
謀
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
反
応
に
よ
り

次
回
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
考
え
て
実
行
し

ま
し
た
。
な
ん
と
転
居
先
不
明
等
が
二
、

五
〇
〇
通
近
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
共
会

員
各
位
に
年
一
度
の
便
り
送
付
を
浸
透

し
て
頂
き
ま
し
て
友
人
で
凍
着
の
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
便
り
等
で
ご
一

報
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
一
歩
一
歩

で
き
る
こ
と
か
ら
邁
進
し
て
行
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
又
皆
様
か
ら
の
ご
寄
格

も
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

次
は
第
二
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
を
二

月
二
十
二
日
出
午
後
六
時
か
ら
四
階
会

議
室
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
池
永
武

昭
校
長
先
生
（
名
誉
顧
問
）
を
は
じ
め
、

顧
問
の
石
章
二
郎
、
平
塚
寛
次
郎
両
元

校
長
先
生
、
客
員
と
し
て
和
田
巳
喜
、

田
中
修
、
中
茎
久
男
、
橋
本
　
力
、
福

島
　
勉
前
・
元
教
職
員
の
先
生
方
、
参

与
・
千
葉
　
豊
先
生
が
ご
出
席
下
さ
い

ま
し
た
。
会
員
で
は
第
三
期
卒
業
生
、

岡
村
（
太
田
）
嘉
代
子
様
か
ら
四
十
三

期
（
平
成
三
年
）
卒
業
生
ま
で
四
十
名

も
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

懐
し
い
諸
先
生
方
か
ら
お
話
を
伺
い

乍
ら
、
感
慨
無
量
で
あ
っ
た
り
、
会
員

自
身
の
往
事
を
偲
礼
だ
沃
ピ
ー
チ
等
全

員
が
話
し
合
い
、
二
⊥
二
昔
前
の
出
来

事
や
顔
が
目
の
前
に
見
え
て
く
る
様
に

な
り
身
も
心
も
ゆ
る
み
が
ち
で
し
た
。

後
に
お
食
事
会
と
な
り
更
に
和
や
か
な

雰
囲
気
で
盛
り
上
り
ま
し
た
。

第
三
に
は
定
期
総
会
、
懇
親
会
が
あ

り
ま
す
。
毎
年
四
月
二
十
九
日
（
祝
日
）

み
ど
り
の
日
と
決
め
継
続
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
母
校
体
育
館
を
舞
台
と
し
て
九

頁
の
次
第
の
と
お
り
進
行
致
し
ま
し

た。

池
永
校
長
、
篠
田
教
頭
先
生
、
千
葉
、

鳥
居
、
西
渕
各
現
役
の
先
生
方
に
大
変

ご
支
援
を
頂
い
て
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が

で
き
ま
す
こ
と
に
御
礼
と
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

歴
代
の
校
長
先
生
（
顧
問
）
．
で
は
石

章
二
郎
、
原
　
隆
男
、
平
塚
寛
次
郎
、

新
城
　
昇
の
諸
先
生
が
、
又
田
中
、
橋

本
、
水
町
、
水
山
、
福
島
各
旧
先
生
方

の
ご
列
席
が
あ
り
、
会
に
花
を
咲
か
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

お
食
事
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ゲ
ー

ム
大
会
、
抽
選
会
な
ど
楽
し
さ
満
載
で

す
。
同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
の
一
次
会
に

ご
活
用
さ
れ
、
年
々
口
コ
ミ
で
拡
大
へ

と
、
母
校
愛
を
掻
き
た
て
ま
し
ょ
う
。

尚
、
平
成
九
年
に
、
母
校
は
創
立
五

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
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「
同
窓
会
の
皆
様
へ
」

校

　

長

池

　

永

　

武

　

昭

同
窓
会
（
や
よ
い
会
）
会
員
の
皆
様

に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
本
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

深
い
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
四
月
に
本
校
に
赴
任
し
て
早

く
も
一
年
半
が
過
ぎ
、
歳
月
の
流
れ
の
′

早
さ
に
改
め
て
驚
い
て
い
ま
す
。

同
窓
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
小
川

力
洋
会
長
を
中
心
に
、
充
実
し
た
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
誌
「
や
よ
い
」

第
二
号
を
全
会
員
に
送
付
す
る
等
、
他

に
類
を
み
な
い
発
想
に
感
服
し
て
い
ま

す。
さ
て
、
学
校
現
場
で
は
、
学
校
週
五

日
制
、
平
成
六
年
度
か
ら
の
家
庭
科
男

女
必
履
修
を
含
む
新
教
育
課
程
の
編
成

加
え
て
学
校
不
適
応
、
中
退
問
題
、
大

学
入
試
等
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す。
平
成
五
年
度
入
試
の
募
集
人
員
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
一
学
年
七
学
級
、
一

学
級
四
十
二
名
（
前
年
度
よ
り
一
名
減
）

と
決
定
し
ま
し
た
。
入
試
も
グ
ル
ー
プ

制
選
抜
最
後
の
年
に
な
り
ま
す
。

来
年
度
か
ら
は
学
校
毎
の
単
独
選
抜
で

す
。
本
校
の
真
価
が
問
わ
れ
ま
す
。

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
校
舎
の

改
築
（
二
号
館
・
二
号
館
）
が
決
定
し

現
在
設
計
案
が
提
示
さ
れ
、
全
・
定
の

教
職
員
が
一
致
団
結
し
、
総
力
を
あ
げ

て
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
「
生
徒
を
大
切
に
し

た
教
育
」
を
前
面
に
出
し
て
指
導
に
当

た
り
ま
す
。
今
ま
で
に
倍
し
て
、
ご
支

援
、
ご
鞭
蛙
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
思
う
」

教

　

頭

篠

　

田

　

信

　

雄

の
消
滅
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
に
よ
る
オ
ゾ
ン

層
の
破
壊
な
ど
人
間
の
活
動
が
地
球
環

境
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
人
類
の

生
存
を
脅
か
す
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
認
識
し
、
如
何

に
す
れ
ば
悪
化
を
く
い
と
め
る
こ
と
が

出
来
る
か
環
境
教
育
の
重
要
性
は
今
後

ま
す
ま
す
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ

る
。
本
校
で
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

分
野
で
あ
る
。
T
O
d
a
y
 
b
i
r
d
s
二
〇
苧

m
O
r
O
W
 
m
e
n
叫

水
原
　
均
教
諭

清
水
良
男
教
諭

丹
羽
栄
子
教
諭

阿
形
光
子
主
事

（数学）

－
篠
崎
高
校

（物理）

－
城
北
高
校

（養護）

I
大
山
高
校

（司書）

ー
鳥
山
工
業
高
校

口
進
路
状
況
1
平
成
3
年
度

（
浪
人
を
含
む
合
格
者
総
数
）

母

校

だ

よ

り

本
校
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る

先
進
校
と
し
て
、
つ
と
に
有
名
で
あ
る
。

先
日
も
京
都
や
鹿
児
島
の
先
生
方
が
見

学
に
こ
ら
れ
た
。
昭
和
5
5
年
（
1
9
8

0
年
）
都
の
「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」

推
進
校
と
し
て
C
A
I
　
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
支
援
に
よ
る
授
業
）
　
の
実
践
が
開

始
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で
1
2
年
、
松
下

視
聴
覚
教
育
研
究
財
団
の
理
事
長
賞
を

受
賞
す
る
に
至
っ
た
。

科
学
技
術
の
急
速
な
進
歩
が
、
高
度

情
報
社
会
を
出
現
さ
せ
従
来
か
ら
の
学

校
教
育
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
時
代
と

な
っ
た
。
「
教
育
の
生
涯
化
」
　
が
必
然

的
に
要
求
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
社
会
に
あ
っ
て
は
、
情
報
活
用

能
力
に
、
情
報
発
信
能
力
を
身
に
つ
け
、

自
ら
主
体
的
に
生
き
る
生
徒
を
育
成
す

急
務
で
あ
ろ
う
。
本
校
の
先

そ
の
点
で
大
い
に
貢
献
し
て

地
球
環
境
は
、
近
年
ま
す
ま

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
大

地
球
の
温
暖
化
、
熱
帯
雨
林

‖
職
員
の
異
動

平
成
4
年
3
月
末
日
を
も
っ
て
左
記

の
先
生
方
が
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

①
転
　
出

河
上
一
雄
教
頭
1
北
高
校
校
長

川
口
政
利
教
諭
（
数
学
）

1
鷺
宮
高
校

桑
木
　
健
教
諭
（
数
学
）

1
清
瀬
高
校

鈴
木
久
雄
教
諭
（
数
学
）

1
農
産
高
校

松
重
達
夫
教
諭
（
物
理
）

1
王
子
工
業
高
校

福
井
敬
子
教
諭
（
養
護
）

1
練
馬
高
校

吉
田
由
利
恵
主
事
（
司
書
）

1
赤
羽
商
業
高
校

②
転
　
入

篠
田
信
雄
教
頭
－
千
歳
高
校
教
諭

（生物）

川
原
博
義
教
諭
（
数
学
）

－
北
高
校

佐
藤
　
博
教
諭
．
（
数
学
）

国
立
大
学

国
公
立
短
期
大
学

私
立
大
学

私
立
短
期
大
学

専
修
各
種
学
校

民
間
企
業
就
職

公
務
員
進
学
　
計
1
3
2
名
、
就
職

0

且
学
校
行
事

5
月
　
遠
足

6
月
　
合
唱
祭
（
4
学
区
で
実
施
し
て

い
る
の
は
本
校
の
み
）

9
月
　
向
陵
祭
・
体
育
祭
（
今
年
は
夢

の
島
競
技
場
で
行
な
っ
た
）

1
1
月
　
修
学
旅
行
（
広
島
・
岡
山
・
神

戸
方
面
　
1
1
／
9
～
1
1
／
1
2
）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

担
当
　
西
渕
　
知
教
諭

ー豊島
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感激，りがつ

至妄語妻主…

醒喜整ま1

る腰痛に

業績

毎も；長南重宝亡子鹿蔚扇’芯寿力ゑ芙套讐石百嘉等永丁、空
ち′こ去邁讐そ痙蓉苫藩主こ滴蒜昌利和藩主、嚢亭語

葦毛冨㌔憲櫨重量重責撰萎買
つ　　　ヽ

雲環豊撃善言至
旦0更言　古ま疾由
に、こしをに

掘高　とた添、
り世　で　○え見

奥　下研　はこて事
田　げ究　あれのな
ても　りは事善

意　参第　ま決な体
瑞　りこ　せしので

元

教

諭

　

和

　

田

　

巳

　

喜

今
は
昔
と
な
っ
た
昭
和
二
年
に
　
「
お

茶
の
水
」
と
い
う
本
当
の
お
茶
の
水
に

あ
っ
た
学
校
が
爆
破
さ
れ
た
焼
跡
の
、

鷹
急
校
舎
を
巣
立
っ
て
、
始
め
て
教
壇

に
立
ち
、
以
来
神
戸
、
大
阪
、
東
京
と

家
庭
の
都
合
で
赴
任
し
た
各
校
の
う
ち

一
番
長
く
置
い
て
頂
い
た
の
が
向
丘
で

す
。
創
立
前
後
の
様
々
の
状
況
を
は
じ

め
、
戦
後
の
学
校
教
育
の
在
り
方
、
学

校
運
営
の
む
ず
か
し
さ
、
G
H
Q
な
ど

と
い
う
も
の
の
存
在
に
、
上
に
立
つ
方

は
勿
論
、
先
生
も
生
徒
も
色
々
苦
労
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
か
、
嘗
時
以

来
生
徒
の
皆
さ
ん
と
は
ふ
れ
あ
い
の

あ
っ
た
限
り
、
八
十
八
才
の
今
日
ま
で

縁
が
切
れ
ず
に
楽
し
い
思
い
で
続
い
て

居
る
。
一
番
最
近
に
集
っ
て
下
さ
っ
た

ク
ラ
ス
会
な
ど
、
或
る
年
の
国
語
の
時

間
に
一
諸
に
勉
強
し
た
だ
け
な
の
に
私

は
嬉
し
童
の
あ
ま
り
担
任
の
先
生
の
御

出
席
を
措
い
て
多
言
に
過
ぎ
た
失
礼
を

し
て
し
ま
い
、
ま
る
き
り
成
長
し
て
居

な
い
自
分
を
恥
じ
入
り
ま
し
た
。
な
る

程
私
は
昨
今
よ
う
や
く
人
類
平
等
の
根

拠
を
訃
分
な
り
に
合
点
し
た
く
ら
い
な

の
で
す
。
し
か
も
人
の
話
の
後
で
－
。

生
き
る
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
空
気
も

水
も
太
陽
の
光
も
海
に
あ
る
魚
も
、
愛

情
さ
へ
も
み
ん
な
h
烙
な
の
だ
と
思
う

と
、
感
謝
す
る
以
外
に
何
が
言
え
よ
う

か
と
思
っ
て
自
分
の
生
き
方
に
苦
い
反

省
を
持
つ
こ
と
を
我
慢
す
る
気
に
な
り

ま
し
た
。
知
ら
な
い
こ
と
、
分
ら
な
い

こ
と
が
沢
山
有
る
の
も
又
張
合
の
あ
る

楽
し
み
だ
と
思
っ
た
り
し
っ
ゝ
盲
老
人

の
方
や
、
海
外
医
療
隊
員
の
方
々
に

さ
ゝ
や
か
な
お
手
伝
い
を
続
け
、
家
事

八

を
こ
な
し
て
居
ま
す
。
そ
れ
で
も
心
情

の
問
題
亨
は
教
会
に
行
き
ま
す
。
（
以

上
、
あ
る
元
女
教
師
が
米
寿
の
生
活
報

告）

賀
状
を
お
送
り
し
ま
す
。
向
丘
高
に
は
昭
和
一

元
教
諭
　
奥

小
川
会
長
の
切
な
る
声
に
の
せ
ら
れ
て

右
か
ら

田
中

福
島

中
茎

和
田

l

ヽ

　

l

■

l

■

J

■

′

　

l

一

池
永石

平
塚

橋
本

岡
村林

清
水

渡
辺

ま
す
。
そ
の
第
一
は
、
五
年
程
前
に
な
り
ま
す
が
酬

僧
衣
に
身
を
包
み
、
太
鼓
を
叩
い
て
全
国
行
脚
を

し
、
真
の
仏
教
の
原
点
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
第
二
は
、
誰
し
も
が
興
味
を
持
つ
、
自
分
の

先
祖
は
ど
ん
な
人
で
あ
っ
た
か
と
い
う
事
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
す
。
こ
う
い
う
前
提
を
知
っ
た

上
で
、
私
の
親
し
い
人
へ
の
年
賀
状
を
御
紹
介
す

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
1

九
年
ま
で
居
り
ま
し
た
が
、
田
園
調
布
高

り
六
十
年
で
退
職
し
ま
し
た
、
そ
れ
ま
で

研
究
の
日
々
で
し
た
、
今
は
自
由
人
と
し

ね
て
や
り
た
く
て
、
而
も
今
私
が
や
っ
て

く
て
は
成
ら
な
い
事
の
幾
つ
か
に
取
り
組

『
物
集
高

し
た
。
こ

平
素
は

が
、
皆

無
沙
汰
を
い
た
し
て
お
い
り

ま
す

図
書
館
長
の
特
別
の

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら

ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
四
回

枚
と
言
う
量
で
し
た
。
ま
た

館
で
高
世
の
　
『
塩
屋
の
浜
づ

を
見
付
け
ま
し
た
。

理
大
図
書
館
か
ら
　
『
記
紀
万
葉

稿
』
　
（
上
下
）
が
届
き
ま
し
た
。

阪
中
之
島
図
書
館
で
　
『
採
花
集
』

を
コ
ピ
ー
を
と
り
、
つ
い
で
に

神
宮
に
六
人
部
是
香
師
（
ム
ト

）
　
と
物
集
父
子
と
の
関
係
を
た

た。

一
号
で

した。
示
会
で
し

村
温
夫
氏

町
の
邸
の

っ
て
頂
き
ま
し
た
。

再
度
杵
築
に
出
掛
け
、
例
の
工

さ
ん
に
会
い
ま
し
た
。

世
研
究
の
捧
尾
を
飾
っ
た
の
は
、

ま
し
て
も
、
佐
野
夫
人
か
ら
高

『
ふ
た
み
ち
の
日
記
』
『
う
き
草
』

、
”
持
つ
べ
き
人
に
〟
　
と
贈
っ
て

真

た。
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ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
に
参
加
し
て

（
S
2
6
年
卒
）
岡
村
（
太
田
）
嘉
代
子

私
の
高
校
時
代
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
、

そ
し
て
敗
戦
に
依
る
、
あ
ら
ゆ
る
歪
み
の

ご
っ
た
煮
み
た
い
な
も
の
の
影
響
を
、
も

ろ
に
受
け
な
が
ら
の
生
活
で
し
た
か
ら
、

心
か
ら
楽
し
ん
だ
想
い
出
は
殆
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
反
面
、
国
の
荒
廃
と
、

価
値
観
の
大
転
換
を
迫
ら
れ
た
時
、
お
と

な
達
が
い
か
に
、
動
揺
す
る
か
を
、
多
感

な
少
女
期
に
傍
観
し
て
、
少
女
に
し
て
は

随
分
多
く
の
感
慨
を
身
に
し
み
て
感
じ
た

も
の
で
す
。
で
す
か
ら
余
談
に
な
り
ま
す

が
、
今
の
ロ
シ
ア
が
ど
の
程
度
混
乱
し
て

い
る
か
、
数
年
前
の
東
欧
の
旅
の
記
憶
と

重
ね
て
、
想
像
に
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
日
本
の
教
育
制
度
も
そ
ん
な
転

換
期
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
毎
日
の
様

に
、
高
校
生
の
非
行
や
中
退
者
の
増
加
等

の
ニ
ュ
ー
ス
を
マ
ス
コ
ミ
が
伝
え
て
お
り

ま
す
。
過
日
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の
言
葉
に

引
か
れ
て
四
十
二
年
振
り
に
母
校
を
訪
ね

ま
し
た
折
、
冒
頭
の
池
永
校
長
先
生
の
御

挨
拶
に
も
、
向
丘
高
校
生
の
現
況
に
つ
い

て
の
多
く
の
デ
ー
タ
を
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
仲
々
厳
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

今
、
科
学
技
術
の
目
ざ
ま
し
い
発
達
に

よ
り
、
世
界
が
目
ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
お

り
ま
す
。
日
本
を
こ
こ
ま
で
築
い
て
来
た
、

富
国
強
兵
型
の
画
一
的
な
授
業
も
、
経
済

大
国
日
本
に
な
る
ま
で
は
役
に
立
っ
て
来

ま
し
た
が
、
世
界
の
情
勢
か
ら
こ
れ
に
も

終
止
符
を
打
つ
時
が
来
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
公
立
の
高
校
も
、
流
動
的
な
将
来
に
、

い
つ
で
も
遥
し
く
対
処
出
来
る
様
な
思
考

力
を
養
う
小
グ
ル
ー
プ
制
の
話
合
い
の
授

業
や
、
コ
ー
ス
制
の
授
業
を
導
入
し
て
、

な
る
べ
く
個
性
に
あ
っ
た
授
業
形
態
が
出

来
た
ら
勉
強
も
楽
し
く
な
る
の
で
は
な
い

か
、
等
と
考
え
乍
ら
帰
っ
た
次
第
で
す
。

先
日
御
出
席
の
卒
業
生
の
意
見
は
、
こ
ん

な
時
だ
け
に
、
同
窓
会
の
交
歓
会
の
様
な

御
挨
拶
に
終
始
し
た
の
は
残
念
に
思
い
ま

し
た
。
私
と
て
も
、
卒
業
後
初
め
て
母
校

を
訪
ね
て
懐
旧
の
念
ひ
と
し
を
で
し
た

が
、
そ
れ
は
そ
れ
、
小
川
会
長
さ
ん
の
肝

入
り
で
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
、
と
云
う
機
会

を
も
う
け
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
か
ら
、

そ
の
時
は
矢
張
り
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
御
自

分
の
意
見
を
持
っ
て
、
母
校
発
展
の
為
に

出
席
さ
れ
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
う
も
の
で

す。

（
S
3
6
年
卒
）
渡
辺
（
熊
田
）
康
子

年
令
的
に
も
、
学
生
時
代
を
な
つ
か
し

む
時
な
の
で
し
ょ
う
か
。

千
葉
県
の
我
孫
子
へ
、
卒
業
と
同
時
に

移
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
向
丘
高
校
と
も
、

音
信
不
通
に
な
っ
て
い
た
時
、
新
聞
で
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の
事
を
知
り
、
早
速
、

島
崎
（
渡
辺
）
、
藤
本
（
小
杉
）
　
さ
ん
へ

電
話
を
し
て
み
ま
し
た
ら
、
藤
本
さ
ん
は
、

子
育
て
中
で
都
合
が
つ
か
ず
、
島
崎
さ
ん

と
参
加
し
ま
し
た
。

昔
は
、
校
門
か
ら
校
舎
ま
で
、
前
庭
が

あ
っ
た
の
に
、
今
は
、
通
り
に
面
し
て
、

五
階
建
の
校
舎
が
、
で
ん
と
、
構
え
、
当

時
の
面
影
は
、
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

集
っ
た
の
は
、
総
勢
三
十
六
名
ほ
ど
、

一
番
古
い
方
で
、
二
十
六
年
卒
業
で
、
三

十
六
年
卒
は
、
二
人
だ
け
で
、
知
っ
て
い

る
方
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
、
又
、
〝
輪
″

が
広
が
る
の
を
期
待
し
て
ま
し
た
の
に
、

ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。

当
時
、
お
習
い
し
た
先
生
が
、
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
に
は
、
大
変
う
れ
し
く
∵
国

語
の
和
田
先
生
‥
数
学
の
田
中
先
生
、
体

－

青
の
橋
本
先
生
と
、
石
校
長
先
生
ま
で
も
、

お
な
つ
か
し
い
お
顔
に
、
少
し
も
、
お
変

わ
り
な
い
お
姿
を
拝
見
し
て
、
三
十
一
年

振
り
に
お
会
い
し
た
の
に
、
先
日
お
目
に

か
か
っ
た
よ
う
な
、
錯
覚
す
ら
覚
え
ま
し

た。
和
田
先
生
は
、
八
十
七
才
に
な
ら
れ
た

と
お
聞
き
し
て
、
若
々
し
い
お
姿
に
、
み

ん
な
で
ビ
ッ
ク
リ
い
た
し
ま
し
た
。

担
任
だ
っ
た
、
深
井
先
生
に
は
、
お
会

い
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
残
念
で
し
た
が
、

お
元
気
な
の
で
し
ょ
う
か
。

現
校
長
先
生
の
、
向
丘
高
校
の
最
近
の

報
告
で
始
ま
り
ま
し
た
。
現
代
の
高
校
生

（
向
丘
）
　
の
現
状
を
、
大
変
憂
え
て
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
自
分
の
息
子
、
高
校
二
年

生
を
見
て
い
て
も
、
私
達
の
学
ん
だ
時
と

は
大
分
違
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
豊
か
す
ぎ

る
社
会
が
、
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
困
っ
た
も
の
で
す
。

橋
本
先
生
は
、
昔
は
、
小
石
川
や
、
竹

早
を
落
ち
セ
人
達
が
来
た
学
校
だ
っ
た
の

で
、
私
達
が
学
ん
だ
時
は
、
ま
じ
め
な
生

徒
が
多
か
っ
た
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
通
り
で
す
。
石
校
長

先
生
も
、
現
在
を
憂
え
て
、
「
同
窓
生
、

皆
様
の
お
力
を
貸
し
て
下
さ
い
。
」
　
と
、

お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
。
参
加
者
一
人
一

人
感
想
を
述
べ
て
時
間
が
来
て
し
ま
い
散

会
し
ま
し
た
が
、
時
間
的
に
も
短
く
、
先

生
を
囲
ん
で
お
話
し
出
来
な
か
っ
た
の

は
、
残
念
で
し
た
。
も
っ
と
長
い
時
間
が

欲
し
い
も
の
で
す
。
小
川
会
長
、
出
席
な

さ
っ
た
先
生
方
、
幹
事
の
皆
様
に
感
謝
の

意
を
表
し
、
や
よ
い
会
の
益
々
の
御
発
展

を
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
現
校
舎
建
替
計
画
も
決
ま
っ
た
と
の

こ
と
…
そ
の
日
が
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
／



平成5年1月29日　　　　　　向丘高校同窓会報　　　　　　　　　　　　　第3号（5）

「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」

（
S
5
8
年
卒
）
旗
野
　
敏
弘

現
在
、
私
は
東
京
の
神
社
に
奉
務
す

る
神
主
で
す
。

何
故
、
神
主
を
志
し
た
か
と
い
え
ば
、

そ
れ
は
日
本
人
（
大
和
民
族
）
が
本
来

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
も
基

本
的
な
”
こ
こ
ろ
〟
　
（
感
謝
・
礼
節
・

寛
容
等
）
を
宗
教
、
特
に
神
道
の
中
に

多
く
占
め
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た

か
ら
で
す
。

元
来
、
日
本
人
（
大
和
民
族
）
と
い

う
も
の
は
、
祖
先
を
崇
拝
し
、
天
地
の

恵
に
感
謝
し
、
自
然
と
共
存
共
栄
し
て

発
展
し
て
き
た
民
族
で
す
。

し
か
し
昨
今
の
政
治
の
腐
敗
・
経
済

の
不
況
・
教
育
の
窮
状
等
を
み
る
に
つ

け
、
も
う
一
度
、
日
本
人
の
〝
こ
こ
ろ
〟

の
原
点
に
立
ち
返
る
事
に
目
を
向
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
時

期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
。

′

科
学
万
能
・
形
而
下
唯
物
的
発
想
を

一
刻
も
早
く
脱
却
し
な
け
れ
ば
日
本
の

国
髄
は
、
こ
の
ま
ま
行
き
詰
ま
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

国
際
化
の
時
代
が
叫
ば
れ
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
諸
外
国
の
日
本
に
対
す
恩

風
当
り
が
強
く
な
っ
て
く
る
こ
と
は
確

実
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
趨
勢
の
中
で
、

日
本
人
が
世
界
新
秩
序
に
於
け
る
日
本

国
の
役
割
を
し
っ
か
り
認
識
し
、
真
の

意
味
で
の
国
際
人
と
な
る
為
に
、
国
許

一
人
一
人
が
自
覚
を
持
ち
、
意
識
を
改

革
し
、
真
剣
に
対
処
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
現
在
、
師
事
さ
せ
て
頂
い
て
い

る
宗
教
家
の
先
生
は
、
言
葉
が
乱
れ
れ

ば
社
会
が
乱
れ
、
国
が
乱
れ
る
と
仰
せ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
御
指
導
を
賜
る
に
つ
け
、
日
頃

の
行
い
、
言
葉
使
い
な
ど
身
近
に
誰
で

も
手
軽
に
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
手
始
め

と
し
て
や
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

・
…
M
畠
‖
エ
門
緑
で
‥
摺
り
・
・
縛
攣
・
魯
攣
・
‖
門
畠
…
・
・
‥
胃
管
H
M
畠
＝
M
哲
・
‖
縛
り
ェ
摘
録
‖
・
・
‥
増
攣
・
膏
塙
で
‥
門
揖
…
・
・
再
録
…
‥
蒋
u
W
‥
‖
門
M
H
・
・
‥
得
攣
・
‥
持
帰
V
・
鈎
H
W
‥
‥
M
掃
‖
…
日
印
攣
・
孤
塁
掃
Ⅴ
A
n
H
W
エ
純
H
M
T
瓜
草
u
・
・
薄
攣
・
蒔
攣
・
日
日
畠
で
内
房
サ
・
品
H
M
Y
・
鏑
揖
…
・
・
‥
狩
野
・
銀
扇
V
・
H
M
畠
∇
・
釣
H
W
・
・
角
自
習
・
銀
日
野
品
目
甲
・
…
門
M
Y
・
西
山
∇
・
鍋
H
M
叩
Y
・
拘
ハ
M
V
・
拘
ハ
攣
・
等
・
鵬
H
V
・
替
り
・
・
縄
目
W
Y
・
織
八
日
野
点
H
W
・
章
・
鍋
H
甲
・
章
・
拘
厨
Y
・
瓜
塁
u
V
A
円
高
甘
・
章
・
A
H
V
・
織
也
口
Y
・
鵬
H
V

母
校
へ
　
の
想
ヽ
■
l

V

ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
へ
の
我
が
あ
ゆ
み

（
S
6
1
年
卒
）
山
岸
み
ち
る

向
丘
を
卒
業
し
て
一
枚
の
チ
ケ
ッ
ト

が
私
の
人
生
を
大
き
く
方
向
づ
け
ま
し

た
。
自
分
へ
の
甘
え
を
一
切
た
ち
切
り
、

夢
と
不
安
を
秘
め
て
、
単
独
渡
豪
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
す
べ
て
自
分
で
判

断
し
行
動
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
子

供
の
頃
か
ら
英
語
が
大
好
き
で
、
特
に

力
を
入
れ
て
き
た
私
だ
っ
た
の
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
か
な
り
な
ま
り
が

強
く
初
め
は
全
く
解
ら
な
い
程
で
し

た
。
し
ば
し
ば
自
己
嫌
悪
に
陥
り
ま
し

た。
文
法
な
ど
は
基
礎
と
し
て
役
に
立
っ

た
も
の
の
学
校
で
習
っ
た
英
語
も
ほ
と

ん
ど
使
え
ず
会
話
発
音
な
ど
は
す
べ
て

1
か
ら
や
り
直
し
。
辞
書
片
手
の
毎
日

が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
生
活
の

ス
タ
イ
ル
、
言
葉
の
使
い
方
、
表
現
の

仕
方
が
日
本
と
は
全
く
違
っ
て
、
私
は

シ
ョ
ッ
ク
で
自
分
を
う
ま
く
表
現
す
る

事
が
出
来
ず
、
何
度
も
見
失
い
そ
う
で

し
た
。
普
段
は
お
し
ゃ
べ
り
で
、
何
事

に
も
積
極
的
な
私
で
し
た
が
総
て
消
極

的
に
な
り
夢
が
少
し
ず
つ
消
え
て
い
く

様
で
し
た
。

暫
く
悩
ん
だ
後
、
人
生
は
そ
ん
な
に

甘
く
な
い
、
ま
し
て
留
学
な
ん
て
聞
こ

え
は
い
い
け
ど
成
功
さ
せ
る
為
の
留
学

は
決
死
の
努
力
が
必
要
な
の
だ
と
思
い

直
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
無
我
夢
中

で
仕
事
、
生
活
の
た
め
の
英
会
話
を
勉

強
し
ま
し
た
。
こ
の
時
が
今
ま
で
の
私

の
人
生
の
中
で
勉
強
に
対
し
て
一
番
集

中
出
来
た
時
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
絶
対
に
航
空
会
社
に
就
職
し
た
い
と

い
う
子
供
の
頃
か
ら
の
目
標
と
、
よ
く

手
紙
を
書
い
て
く
れ
た
向
丘
時
代
の
友

人
・
そ
し
て
恩
師
の
熊
倉
正
一
先
生
の

支
え
が
私
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
た
こ
と

です。

今
ふ
り
か
え
っ
て
見
て
三
年
間
の
高

校
生
活
は
、
学
校
に
は
い
つ
も
活
気
が

あ
り
個
人
を
尊
重
す
る
校
風
が
あ
り
、

毎
日
学
校
へ
行
く
事
が
楽
し
み
で
し

た
。
そ
ん
な
お
陰
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

滞
在
中
も
日
本
人
と
し
て
だ
け
で
な
く

一
人
の
人
間
と
し
て
自
分
の
個
性
を
引

き
出
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
向
丘
を
卒
業
し
て
早
く
も
七
年
、

充
実
し
た
生
活
に
感
謝
の
毎
日
で
す
。

（
カ
ン
タ
ス
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
航
空

客
室
乗
務
員
）

母
校
を
誇
り
に

（
H
元
年
卒
）
林
　
　
秀
則

向
丘
高
校
が
廃
校
－

そ
ん
な
噂
が
流
れ
た
の
は
、
私
が
平

成
元
年
に
卒
業
し
た
直
後
で
し
た
。
確

か
に
最
近
は
、
子
供
の
数
が
減
っ
て
い

る
と
言
う
事
は
聞
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
向
丘
の
よ
う
な
マ
ン
モ
ス
校
が
廃

校
に
な
る
と
言
う
事
は
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
畢
つ
と
各
学
年
8
ク
ラ

ス
は
か
な
り
多
い
と
感
じ
ま
す
。
第
一
、

全
員
の
顔
も
覚
え
き
れ
な
い
し
、
た
ぷ

ん
3
年
間
で
一
度
も
会
っ
て
い
な
い
人

が
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
様
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

半
信
半
疑
。
そ
ん
な
時
に
校
舎
改
築

案
の
一
報
。
こ
れ
で
が
あ
か
も
安
全
。

よ
か
っ
た
よ
か
っ
た
！
　
た
だ
一
つ
心

残
り
な
の
は
、
在
学
中
の
時
に
壁
に
書

い
た
落
書
き
や
、
壊
し
た
ロ
ッ
カ
ー
な

ど
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
と
思
う

と
、
淋
し
い
気
も
し
ま
す
。
し
か
し
や

は
り
何
で
あ
っ
て
も
「
新
し
い
」
と
言

う
事
は
、
気
分
が
良
い
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
入
学
し
て
来
る
学
生
達
が
向

丘
は
良
い
学
校
だ
！
　
と
感
じ
て
く
れ

ば
卒
業
生
と
し
て
本
望
で
す
。

私
は
今
、
向
丘
在
学
中
の
頃
か
ら
ほ

ぼ
毎
月
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
会
っ
て
い
る

友
人
が
何
人
か
お
り
ま
す
。
子
供
か
ら

大
人
へ
の
境
目
を
過
ご
し
た
場
だ
か

ら
、
特
に
気
が
合
う
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
ん
な
大
切
な
時
期
を
過
ご
し
た
学
校

だ
か
ら
、
私
は
向
丘
高
校
を
大
切
に
思

い
、
そ
し
て
向
丘
卒
業
生
と
し
て
の
誇

り
を
大
切
に
持
っ
て
お
り
ま
す
。
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久
し
振
り
〃
2
回
目
の
同
窓
会

（
S
3
0
年
卒
）
井
上
（
中
村
）
雅
子

卒
業
し
て
初
め
て
私
に
と
り
ま
し
て

第
一
回
の
同
窓
会
に
出
席
さ
せ
て
頂
い

た
あ
と
、
住
所
も
二
回
替
り
結
婚
、
子

育
て
、
仕
事
、
夫
の
両
親
の
看
病
等
々

皆
様
通
る
道
で
し
ょ
う
が
無
我
夢
中
で

過
ご
し
て
居
り
ま
し
た
。

子
供
も
そ
れ
ぞ
れ
成
人
し
て
ほ
っ
と

一
息
自
分
の
事
を
考
え
ら
れ
る
年
令
に

な
り
親
友
の
協
力
も
あ
っ
て
同
窓
会
の

お
知
ら
せ
も
届
き
3
0
年
以
上
た
っ
て
か

ら
第
二
回
目
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

仕
事
を
し
な
が
ら
も
な
つ
か
し
さ
、

嬉
し
さ
で
頭
の
中
は
思
い
出
で
一
杯
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

待
ち
に
待
っ
た
当
日
友
人
と
バ
ス
の

中
か
ら
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
な
が
ら
な
つ

か
し
の
校
門
前
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た

が
、
校
門
の
あ
た
り
、
校
舎
も
高
校
時

代
の
思
い
出
を
み
つ
け
る
の
に
一
苦
労

す
る
程
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

受
付
を
済
ま
せ
校
庭
を
見
た
時
少
し

広
く
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
し
た
が

ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
な
い
当
時
の
ま

ま
の
校
庭
に
感
激
し
思
い
出
が
ど
っ
と

も
ど
っ
て
き
ま
し
た
。

体
育
、
運
動
会
、
集
会
、
先
生
の
顔
、

友
人
の
顔
等
…
…

友
人
…
ぜ
ん
ぜ
ん
変
わ
っ
て
い
な
い

人
、
学
生
時
代
と
む
す
び
つ
か
な
い
人
、

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
か
な
と
思
う
人
…

で
も
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
す
っ
か
り

高
校
時
代
に
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

会
終
了
後
も
レ
ス
ト
ラ
ン
、
な
つ
か

し
の
お
そ
ば
や
さ
ん
で
思
い
出
話
に
花

が
さ
き
ま
だ
〈
語
り
つ
く
せ
ず
、
次

回
に
　
「
つ
づ
く
」
　
に
な
り
お
名
残
り
お

し
く
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

〃
同
窓
会
は
素
晴
ら
し
い
〟
　
の
実
感
で

し
た
。
お
世
話
し
て
頂
い
た
方
に
感
謝

し
ま
す
。

（
S
3
4
年
卒
）
折
本
（
増
田
）
輝
子

春
の
同
窓
会
に
3
4
年
ぶ
り
に
出
席
し

ま
し
た
。
懐
か
し
い
皆
様
に
会
え
、
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
写
真

い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年
出
ら
れ
る
方
、

又
、
私
の
よ
う
に
出
る
チ
ャ
ン
ス
の
な

い
者
に
も
里
帰
り
す
る
よ
う
な
気
持
ち

で
す
。
た
い
へ
ん
で
も
、
お
役
目
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

同
窓
会
特
集
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暗い一、
で殻
も　は

も

ど

ん

ど

んカ
や近時ど
許J車間【ん

昭
和
3
7
年
卒
業
生
同
期
会
盛
大
に
開
催

幹
事
代
表
　
F
組
　
河
原
　
正
史

向
丘
高
校
を
卒
業
し
て
実
に
3
0
年
ぶ

り
。
A
組
か
ら
F
組
ま
で
の
同
期
生
が
、

平
成
4
年
4
月
2
9
日
文
京
区
の
弓
町
ク

ラ
ブ
に
集
い
思
い
出
と
近
況
を
語
り

合
っ
た
。
卒
業
後
初
め
て
の
集
ま
り
と
あ
っ
て

各
組
の
幹
事
は
住
所
、
電
話
番
号
等
の

追
跡
調
査
に
大
変
苦
労
し
た
が
そ
の
成

果
は
同
期
生
の
3
分
の
1
に
当
た
る
1
0
0

名
も
の
出
席
を
み
る
に
至
っ
た
。
ク
ラ

ス
担
任
で
あ
っ
た
新
山
　
浦
井
　
水
町

各
先
生
に
加
え
て
石
、
元
校
長
　
橋
本

（
力
）
木
内
各
先
生
も
お
元
気
に
会
場

に
お
見
え
に
な
り
3
0
年
間
の
空
自
を
一

気
に
取
り
戻
す
か
の
様
に
時
の
経
つ
の

る
う
ち
に
、
タ
バ
コ

ど
ん
増
え
た
。
こ
う

は
き
ち
ん
と
進
む
。
開
始
時
間

、、ゝ

い
て
き
た
。
出
席
者

て
き
た
。
も
っ
と
も
っ
と
や
っ
て
き

轟

も
忘
れ
て
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。
閉
会

後
2
次
会
は
勿
論
　
3
次
会
は
て
は
4

次
会
ま
で
と
懐
か
し
い
顔
が
別
れ
難
く

そ
れ
ぞ
れ
笑
顔
で
一
時
を
過
ご
し
た
。

こ
の
集
い
を
　
「
第
1
4
期
や
よ
い
会
」

と
名
付
け
3
年
毎
の
4
月
2
9
日
に
開
催

す
る
こ
と
を
決
め
感
激
を
胸
に
3
年
後

の
再
会
を
約
束
し
合
っ
た
。

〝
六
年
ぶ
り
の
初
同
期
会
″

銀
座
4
丁
目
レ
ス
ト
ラ
ン
若
松
で
開
催

（
S
6
1
年
至
同
期
会
幹
事
代
表
鶴
田
　
進

1
0
月
1
7
日
P
M
1
6
時
3
0
分
。
僕
ら
は

会
場
掛
前
で
開
始
時
間
を
待
っ
て
い

た
。
そ
の
時
の
頭
の
中
は
不
安
と
興
奮

で
不
思
議
な
気
持
ち
だ
っ
た
。
出
席
者

が
減
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
な
ど
と
考
え

み
る
み
る
う
ち
に
集
合
場
所
に
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
。
僕
ら
の
不
安
の
ほ
う
ぼ

ど
ん
ど
ん
消
え
、
代
わ
り
に
笑
顔
が
軒

て
き
た
。
こ
れ
で
無
事
に
同
期
会
を
瀾

始
で
き
る
と
お
も
い
、
や
っ
と
ひ
と
安

心
で
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
‥

P
M
7
時
。
同
期
会
を
始
め
る
の
は

と
て
も
簡
単
だ
っ
た
。
隣
を
向
け
ば
す

ぐ
に
会
話
が
は
ず
み
、
会
話
が
は
ず
め

ば
の
ど
も
乾
き
お
酒
を
飲
む
。
そ
し
て

も
っ
と
打
ち
解
け
て
会
話
が
ま
た
は
ず

む
。
そ
の
繰
り
返
し
で
会
場
の
ボ
ル

テ
ー
ジ
は
上
が
る
い
っ
ぽ
う
だ
っ
た
。

そ
ん
な
み
ん
な
を
見
わ
た
す
と
髪
形
や

服
装
は
あ
の
頃
と
違
う
が
、
し
ゃ
べ
り

方
、
し
ぐ
さ
は
あ
の
頃
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
で
も
あ
の
頃
よ

り
は
7
年
分
ふ
け
て
い
る
。
そ
の
ふ
け

方
が
大
人
っ
ぽ
く
て
か
っ
こ
よ
か
っ

た
。
子
供
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
人
、

会
社
の
名
刺
を
く
れ
た
人
な
ど
考
え
る

と
も
う
祁
歳
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
所

で
活
躍
し
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。

ス
ー
ツ
も
板
に
つ
き
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を

素
敵
に
は
い
て
、
少
し
大
人
っ
ぽ
く

な
っ
た
顔
で
大
笑
い
し
、
思
い
出
を
話

し
会
社
の
グ
チ
を
こ
ぼ
し
、
ま
す
ま
す

盛
り
上
が
っ
て
き
た
。
こ
う
な
っ
た
ら

恐
か
っ
た
先
生
で
さ
え
こ
の
場
を
し
き

る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
で
も
み
ん
な

楽
し
そ
う
に
懐
か
し
そ
う
に
笑
っ
て
い

た
。
ま
る
で
休
み
時
間
か
文
化
祭
、
修

学
旅
行
の
様
だ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
き
た

ら
も
う
一
次
会
だ
け
で
は
治
ま
ら
ず
2

次
会
3
次
会
そ
し
て
朝
ま
で
と
続
い

た
。
そ
ん
な
み
ん
な
の
姿
が
あ
の
頃
の

み
ん
な
の
様
で
と
て
も
よ
か
っ
た
。

1
0
月
1
8
日
、
朝
。
長
い
同
期
会
が
終

わ
っ
た
。
み
ん
な
仕
事
の
忙
し
い
あ
い

ま
に
珊
人
近
い
み
ん
な
が
出
席
し
て
く

れ
て
幹
事
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
向
丘

高
校
の
卒
業
生
と
し
て
非
常
に
う
れ
し

か
っ
た
。
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
達
に
は

も
ち
ろ
ん
、
返
事
を
く
れ
た
人
達
に
も

最
後
に
〝
あ
り
が
と
う
〟
と
い
い
た
い
。

そ
れ
で
は
ま
た
五
年
後
に
会
い
ま
し
ょ

う。
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一

筆

啓

上

お

便

り

集

二
期
生
）
井
上
　
早
苗

梅
の
花
も
盛
り
、
一
雨
毎
に
春
が
近

づ
い
て
ま
い
り
ま
す
。
日
頃
、
同
窓
会

の
こ
と
で
大
変
お
世
話
様
で
ご
ざ
い
ま

す
。
四
十
年
間
の
会
員
総
合
名
簿
等
、

さ
ぞ
か
し
物
心
両
面
ご
苦
労
だ
っ
た
こ

と
と
存
じ
有
難
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
さ
て
、
私
も
齢
六
十
を
過
ぎ
、
身

辺
整
理
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
同

封
の
新
聞
、
文
集
等
、
多
分
、
私
以
外

の
も
の
に
は
、
不
必
要
と
な
る
こ
と
を

思
い
、
せ
っ
か
く
四
十
数
年
も
も
ち
つ

づ
け
て
き
ま
し
た
の
で
、
同
窓
会
で
お

役
に
立
て
れ
ば
と
存
じ
お
送
り
申
し
上

げ
ま
す
。
で
は
、
ご
面
倒
で
し
ょ
う
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
期
生
）
石
川
　
和
子

同
窓
会
の
御
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
一
期
生
は
同
じ
日
に
毎
年

同
期
会
（
向
丘
さ
く
ら
会
）
　
を
開
い
て

お
り
ま
す
の
で
出
席
出
来
ま
せ
ん
が
、

立
派
な
運
営
を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
こ

と
は
本
当
に
嬉
し
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す。
ご
参
考
ま
で
に
「
さ
く
ら
会
だ
よ
り
」

二
期
生
の
会
却
）
同
封
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
努
力
に
心
か
ら
声
援
を
送

り
、
又
当
日
の
御
盛
会
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

（
S
2
6
年
卒
）
菊
池
（
落
合
）
孝
子

大
変
お
世
話
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

卒
業
以
来
、
初
め
て
い
た
だ
く
会
報

に
、
び
っ
く
り
す
る
や
ら
、
嬉
し
い
や

ら
で
し
た
。
卒
業
の
年
に
秋
の
運
動
会

の
日
、
同
期
会
が
あ
り
ま
し
た
。
雨
で

運
動
会
は
中
止
で
、
古
い
校
舎
の
図
書

室
の
隣
り
の
教
室
と
家
庭
科
室
で
ガ
ヤ

ガ
ヤ
と
お
喋
り
を
し
て
、
後
、
集
り
も

な
く
、
長
い
年
月
が
過
ぎ
て
仕
舞
い
ま

した。名
簿
の
事
も
友
達
に
聞
き
ま
し
て
そ

ち
ら
へ
お
伺
い
し
て
、
虞
済
堂
様
依
り

早
速
送
っ
て
戴
き
ま
し
た
。
名
簿
の
厚

さ
に
月
日
の
重
み
を
感
じ
又
皆
々
様
の

御
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
住
所
よ
り
回
送
さ
れ
ま
し
た
会
報

で
、
芳
沢
先
生
の
御
訃
報
の
お
知
ら
せ

を
拝
先
生

肇
し
、
感
無
量
で
す
。
嘉
手
川

結
婚
の
た
め
、
高
三
の
三
学

期
に
芳
沢
先
生
に
食
物
の
授
業
を
み
て

い
た
粟
き
、
そ
の
時
間
の
な
か
で
、
先

生
か
キ
お
ひ
な
ま
つ
り
の
歌
（
サ
ト

ウ
ハ
チ
ロ
ー
作
で
な
い
）
　
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
三
月
十
日
の
卒
業
式
の
あ
と

上
野
精
養
軒
で
の
謝
恩
会
で
、
又
先
生

と
大
合
唱
を
し
ま
し
た
。
娘
が
幼
い
頃

か
ら
今
で
も
、
此
の
季
節
に
な
る
と
、

〝
ひ
も
も
の
花
に
お
白
酒
〟
と
口
ず
さ

ん
で
居
り
ま
す
。
又
引
越
し
で
、
当
時

の
サ
イ
ン
帳
な
ど
出
て
来
て
、
芳
沢
先

生
が
書
い
て
下
さ
い
ま
し
た
お
言
葉
に

い
ろ
い
ろ
と
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

突
然
に
取
留
も
な
く
乱
筆
に
て
失
礼

申
し
ま
す
。
ま
す
ま
す
の
御
発
展
を
お

祈
り
申
し
ま
す
。

（
S
2
6
年
卒
）
渡
辺
（
加
藤
）
信
子

こ
の
度
は
名
簿
を
お
送
り
い
た
だ
き

本
当
に
有
り
が
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
も
転
校
生
で
す
が
そ
も
そ
も
合
併

さ
れ
て
出
来
た
学
校
ら
し
か
っ
た
の
で

私
達
迄
の
ク
ラ
ス
は
バ
ラ
バ
ラ
な
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

旧
職
員
名
簿
の
中
に
恩
師
の
名
が
な

い
の
は
残
念
で
し
た
。
私
達
の
時
代
の

校
長
先
生
は
漢
学
者
の
宇
野
哲
人
校

長
、
そ
し
て
生
徒
会
を
日
本
の
高
校
に

ひ
ろ
め
た
と
言
わ
れ
た
土
屋
潤
身
校

長
。
土
屋
校
長
に
は
個
人
的
に
も
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
で
す
。
自
由
時

間
（
そ
の
人
の
単
位
の
と
り
方
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
る
時
間
）
　
に
教
室
の
な
い

人
に
校
長
室
を
提
供
し
て
く
だ
さ
り
自

由
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

れ

こ
ん
な
こ
と
が
次
か
ら
次
へ
と
浮
ん
で

き
ま
す
。
声
も
飛
び
出
し
て
く
る
よ
う

に
聞
え
て
き
ま
す
。

名
簿
と
ア
ル
バ
ム
を
合
せ
て
観
て
い

る
と
、
本
当
に
昨
日
の
こ
と
の
様
に
思

わ
れ
て
き
ま
す
。
懐
か
し
い
時
代
を

送
っ
て
い
た
だ
き
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。

（
S
5
0
年
卒
）
大
西
（
田
口
）
絹
子

同
窓
会
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
婚
し
て
氏
名
も
か
わ
り
実
家
も
転
居

し
て
よ
く
こ
の
住
所
が
わ
か
っ
た
な
あ

と
感
心
し
た
と
こ
ろ
友
人
が
教
え
て
い

た
と
判
明
。

な
つ
か
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
は
昭
和
五
〇
年
三
月
向
丘
を
卒

業
、
同
年
．
四
月
東
京
水
産
大
学
へ
入
学

そ
の
後
団
体
職
員
を
し
大
学
の
一
回
先

輩
の
主
人
と
結
婚
し
、
現
在
は
パ
ー
ト

の
お
ば
さ
ん
を
し
て
い
ま
す
。
実
は
、

名
簿
に
残
部
が
あ
れ
ば
わ
け
て
い
た
だ

き
た
く
ペ
ン
を
と
っ
た
次
第
で
す
。

料
金
等
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

です。
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向
丘
高
校
同
窓
会
総
会
、
懇
親
会

◆
総
会
次
第

開
会
の
こ
と
ば

校
歌
斉
唱

会
長
あ
い
さ
つ

名
誉
会
長
あ
い
さ
つ

議
長
選
出

議
事

①
会
務
報
告

②
決
算
報
告

③
監
査
報
告

④
事
業
計
画
案

⑤
予
算
案

⑥
役
員
改
選
に
つ

⑦
そ
の
他

七
、
役
員
紹
介

八
、
閉
会
の
こ
と
ば

◆
懇
親
会
次
第

一
、
開
会
の
こ
と
ば

平
成
三
年
度

平
成
三
年
度

平
成
三
年
度

平
成
四
年
度

平
成
四
年
度

い
て

（

H
3
、
1
2
、
2
5
㈱
　
編
集
会
議

H
4
、
3
、
1
8
㈱
　
総
会
準
備
会

H
4
、
3
、
3
0
㈲
　
総
会
打
合
せ
会

◆
総
　
会

H
3
、
も
、
2
9
㈱
　
会
員
8
4
名
先
生
（
客

員
）
　
1
2
名
合
計
9
6
名
新
入
会
員
の

参
加
が
多
か
っ
た
。
賑
や
か
な
歓

迎
会
と
な
っ
た
。
1
6
0
0
通
の

案
内
状
を
発
送
の
結
果
で
あ
る
。

周
知
徹
底
が
弱
い
様
で
す
。

4
、
4
、
2
9
の
総
会
に
向
け
て
は
、

朝
日
、
読
売
、
毎
日
、
東
京
新
聞

の
同
窓
会
欄
へ
の
掲
出
、
や
よ
い

2
号
に
て
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

出
席
者
数
の
ヨ
ミ
が
難
か
し
い
。

◆
研
究
満
動
　
4
、
1
、
2
8
発
行

①
広
報
誌
や
よ
い
2
号
の
発
行
と
全

川
会
長
が
参
列
し
た
。

H
3
、
6
、
2
9
出
　
母
校
前
校
長
新
城

昇
先
生
を
送
る
会
に
会
長
が
出

H
3
、
9
、
2
3
㈲
　
母
校
向
陵
祭
に

長
が
訪
問
参
観
し
た
。

H
3
、
1
0
、
2
6
　
　
全
国
高
校
同
窓

協
議
会
総
会
に
三
田
副
会
長
・

本
書
記
が
出
席
し
た
。

（
於
明
治
記
念
館
）
…

H
4
、
1
、
1
9
㈱
　
母
校
P
T
A
研
修

会
・
新
年
会
が
奥
多
摩
・
吉
川
英

治
記
念
館
～
川
合
玉
堂
の
美
術
館

～
小
滞
酒
造
見
学
を
し
”
ま
ま
ご

と
や
〟
に
て
会
食
と
い
う
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
会
長
が
参
加
し
た
・
。

H
4
、
3
、
1
0
㈹
　
母
校
卒
業
式
に
会 魂

し
た

　ヽ　　（

於
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

長
が
列
席
し
祝
辞
を
述
べ
た
。

H
4
、
3
、
2
2
㈱
　
母
校
ギ
タ

会
糖
へ
の
発
送

体
験
で
あ
り
ま
す
が
住
所
が

七、八、

会
長
の
あ
い
さ
つ

来
賓
代
表
の
あ
い
さ
つ

乾

　

盃

懇
　
談
（
ス
ピ
ー
チ
等
）

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
演
奏

ピ
ア
ノ
演
奏

ピ
ア
ノ
伴
奏

抽
選
会

閉
会
の
こ
と
ば

会
務
報
告

◆
役
員
会

H
3
、
4
、

H
3
、
5
、

H
3
、
1
0
、

（
含
幹
事
会
）

H
㈱
　
総
会
準
備
の
打
合

判
っ
て
い
る
方
々
へ
は
全
員
発
送

を
試
み
ま
し
た
。
総
数
1
1
、
3

8
9
通
￥
7
2
0
、
0
0
0
程
の

送
料
が
必
要
で
あ
っ
た
。

転
居
先
不
明
や
ら
宛
名
不
完
全

（
含
旧
住
所
）
　
等
で
2
、
5
0
0

通
電
が
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

総
発
行
数
1
3
、
5
0
0
部
（
都

②
合
新
調
相
川
㌍
「
ン
グ
大
会

の
開
催
「
同
窓
会
意
識
を
多
く
の
会
員
に

譜
鮎
謂
∽
ほ
ほ
錆
霊

草
掛
け
を
行
っ
た
結
果
、
客
員
・

艶
聞
1
0
名
、
会
員
4
0
名
の
参
加
者

サ
ン
プ
ル
部
定
期
演
奏
会
に

書
記
が
出
席
し
た
。

（
於
、
南
大
塚
ホ
ー

◆
振
興
助
成
（
都
合
2
回
あ
り
）

H
3
、
6
、
1
0
㈱
　
第
八
期
（
S

拡
大
ク
ラ
ス
会
が
開
か
れ

射
撃

簿
、
報
告
又
を
寄
稿
さ
れ
た
の
で

第
1
号
の
対
象
と
し
た
。

袋
海
鮮
問
屋

登
頂

H
3
、
1
1
、
7
㈱
　
第
八
期
生
川
端
（
旧

三
橋
）
春
生
氏
、
都
立
大
泉
学
園

高
校
、
校
長
就
任
に
つ
き
祝
う
会

が
同
期
生
有
志
で
催
さ
れ
、
資
利

等
寄
稿
さ
れ
た
の
で
第
2
号
の
対

象
と
し
た
。
於
田
端
志
ま
家
　
h

2
7
㈲）
7

月
（

せ
会
総
会
写
真
整
理
送

付
反
省
会

や
よ
い
2
号
編
集
会
議

を
中
心
に
顔
合
せ
会

・戯
あ
り
、
今
昔
の
語
り
合
い
を

っ
た
　
（
於
四
階
会
議
室
）

事
業
計
画

◆
広
報
誌
の
発
行
と
発
送

◆
渉
姓
関
係
（
都
合
7
回
出
席
）

H
3
∵
4
、
9
㈹
　
母
校
入
学
式
小
川

4
年
l
月
末
日
を
も
っ
て
や
よ
汗

2
号
誌
を
発
送
す
る
こ
と
が
で
き
ざ

し
た
。
校
正
ミ
ス
．
の
多
か
っ
た
こ
と

を
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

多
数
の
皆
様
の
ご
寄
稿
に
た
よ
る

こ
と
が
必
致
で
あ
り
ま
す
。
ご
協
力

を
頂
き
更
に
充
実
し
た
会
報
を
目
指

し
て
同
時
期
に
発
行
致
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す

会
員
総
数
4
年
3
月
卒
業
生
（
第

4
4
期
生
）
　
ま
で
で
二
二
、
七
八
六
名

と
な
り
ま
し
た
。

◆
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
（
第
3
回
）
開
催

同
窓
会
意
識
を
よ
り
多
く
の
方
々

に
広
め
、
母
校
愛
の
高
揚
に
努
め
る

べ
く
毎
年
2
月
第
3
土
曜
日
午
後
3

時
か
ら
母
校
に
て
開
催
す
る
こ
と
を

定
着
化
し
て
行
き
た
い
。

◆
同
期
会
、
同
級
会
へ
の
助
成

会
員
各
位
と
同
窓
会
本
部
と
の
つ

な
が
り
と
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め

に
、
各
会
開
催
に
先
着
順
で
通
信
費

補
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。
担
当
幹

事
は
、
、
会
の
呼
び
掛
者
名
簿
と
、

当
日
出
席
者
名
、
当
日
の
報
告
文
を

4
0
0
字
程
度
に
ま
と
め
、
様
子
の
解
る

写
真
を
一
葉
添
え
て
会
長
、
又
は
学

校
気
付
事
務
局
ま
で
お
届
け
下
さ

ヽ

I

 

O

（
例
）
呼
び
か
け
人
数
用
人
ま
で

1
人
当
　
￥
1
5
0
円

呼
び
か
け
人
数
皿
人
以
上

1
人
当
　
￥
1
0
0
円
を
目
安

と
す
る
。

◆
名
簿
確
立
へ
の
努
力

創
立
5
0
周
年
に
は
よ
り
充
実
し
た

記
念
名
簿
が
発
行
で
き
る
様
毎
年
の

卒
業
者
の
み
新
入
力
と
、
日
常
送
ら

れ
て
来
る
異
動
整
理
を
続
け
る
。
不

明
者
の
住
所
判
明
努
力
、
連
絡
、
こ

れ
も
、
各
位
の
ご
返
信
等
に
よ
る
ご

協
力
を
願
う
も
の
で
す
。
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